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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
近年、ディスプレイやタッチパネルの視認性の向上のため、反射防止膜やインデックスマッチング
層に使用する高屈折率材料の需要が高まっているが、既存の有機化合物だけでは、十分に高い屈折率
を得ることはできず、有機無機ハイブリッド材料に注目が集まっている。有機化合物と無機化合物の
複合体では、マクロな相分離を抑えることが必要であり、ナノ粒子界面の制御が求められる。本論文
の著者は、有機マトリックス中で金属酸化物ナノ粒子を安定に分散させ、透明高屈折率有機無機ハイ
ブリッド材料を得るための方法を提案し、トップダウン法の一種であるビーズミル法を用いたナノ粒
子分散体の生成とシランカップリング剤による粒子界面制御のための新規手法に関する研究を行い、
本博士論文にその成果をまとめている。 
まず、ビーズミル法によりジルコニアナノ粒子の分散化とシランカップリング剤による表面処理を
行い、続いてイソシアネート誘導体と反応させることによる２段階法を提案し実現している。得られ
たジルコニアナノ粒子は有機溶剤分散性に優れており、高屈折率コーティング材料に展開している。
次に、さらに高屈折率のハイブリッド材料を目指して、オリゴエチレングリコールを有する末端ビス
シリル化フルオレン誘導体とチタニアのハイブリッド薄膜を作製している。チタニアの含量を変える
ことにより 1.60から 1.80までの間で屈折率を制御でき、側鎖のエチレングリコールのユニット数に
依存して屈折率が変化することを明らかにしている。また、末端ビスシリル化フルオレン誘導体のジ
ルコニアナノ粒子への表面処理によって、1.70を超えるハイブリッド薄膜の作製に成功している。さ
らに、１分子中に２つのアルコキシシリル基を有するデュアルサイト型シランカップリング剤と１つ
のアルコキシシリル基を有するシングルサイト型シランカップリング剤を用いて分散性について比
較検討し、デュアルサイト型シランカップリング剤では表面処理効率が高く分散安定性に優れている
ことを明らかにしている。 
以上のように、本論文の著者は、金属酸化物ナノ粒子の分散化と高屈折率ハイブリッド材料の作製
および特性に関する新しい知見を得ている。これらの成果は、機能材料化学の発展に寄与するところ
大である。よって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
 
